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FULL HATCH OPEN 

MS-06S では、機体の外観のみならず内部メカニズムも可能な限り再現しました。完成後もメインテナンス八ツチ等の開閉が可能（フルハ 
ツチオーブン）で、内部メカ部分、熱核反応炉、バーニアノズルが露出します。内部メカニズムも単なるディテールの再現だけでなく、パ 
ーツごとの機能も再現：動カパイブは密巻きスプリングを芯に多節搆造で再現。各部アーマー類の内側を彫刻でモールデイングしました。 



HEAD PARTS [ IS 部] 

頭部カバー部は開閉の进 
択が可能 e 内部にはセン 
サーで搆成されたリアル 
なメカを再現。また、力 
メラアイ（目）は発光ダ 
イオードとポタン*池の 
使用で光らせることがで 
き、後頭部のレバーで左 
右にスイング。 


BODY MODULE [腺体] 

他のパーツ同様に装甲を 
外して内部メカを見る事 
が可能。核»合ジェネレ 
ーターを再現：動カパイ 
プは密巻きスプリングを 
芯に多節«造で再現しフ 
レキシブルな可動が可 
能。 


COCKPIT [コクピット] 
コクピット周りのメカ部 
分をリアル再現。コクビ 
ット八ッチの開閉が可 
能。••赤い M 星"シャア • 
アズナブルのフィギュア 
が付属。 


ARM UNIT [腕部] 


腕部カバー部は開閉式。 
内部にはメカニカル想を 
イメージさせるアクチュ 
エーター、アポジモータ 
一、ダンバー機禰を含む 
可動式内部骨格を再現。 
肘の関節は外観装甲の一 
部がスライドして可動範 
囲を拡大できます。 


MANIPULATOR [手部] 

多色成形で指の各関節部 
分が可動し武装等を確実 
にホールド。指関節の独 
立した可動による表情 S 
かな表現が可能。 



BACK PACK 

[バックパック] 
バックパックカパーを外 
すと、主動力炉である小 
型核駐合炉等の内部メカ 
ニズムが露出。 F 型に比 
ベて大幅に機動性の向上 
が計られているパーニア 
スラスターなどを再現： 


LEG UNIT [脚部] 

サブスラスター部は專用 
ボリパーツの採用により 
スムーズに閒閉。機能向 
上を行ったバーニアスラ 
スターに新設計のユニッ 
卜を採用：又、それによ 
り増加されたブ□ベラン 
卜も再現: 


LEG UNIT [脚部] 

腕部同様ダンパー糖構を 
含む可動式内部骨格を再 
現 3 股•膝 • 足首の可動 
にシンク□して各部のシ 
リンダーが伸縮。足首は 
爪先と趲でそれぞれ独立 
して可動し、これまでに 
ない接地性の高いものに 
なつている。各部ダンパ 
一の□ッド部分はメッキ 
で再現。動カパイブは密 
巻きスプリングを芯に多 
節橘造で再現しフレキシ 
ブルな可動を実現 ： 



WEAPONS 


HEAT HAWK Type 5 [ヒートホーク] 

ザクの一股的な白兵戰用の武器、ヒートホークを再現：赤熱化し、敵の機体 
を溶断するブレード部分にはクリアーパーツを採用し、より武器としてのリ 


ZMP -50 D /120 mm [ザクマシンガン] 

一年戰争の初期に多用された、ザクの鼉も一般的な携行武装、通称ザご 
フォアグリッブの可動により様々なポーズに対応。 
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可能な限り再現しました。完成後もメインテナンスハッチ等の開閉が可能（フルハ 
アノズルが a 出します。内部メカニズムも単なるデイテールの再現だけでなく、パ 
5芯に多節檷造で再現：各部アーマー類の内側を彫刻でモールデイングしました。 


RTS [頭部] 
5は開閉の選 
3部にはセン 
「れたリアル 
I 。また、力 
!) は発光ダ 
i タン電池の 
t ることがで 
>レバーで左 


) ULE [暇体] 
3様に装甲を 
【 力を見る學 
I 合ジェネレ 
I ,動カパイ 
スプリングを 
i で再現しフ 
な可動が可 


コクピット] 
3りのメカ部 
i 現。コクビ 
の開閉が可 
r シャア • 

>フィギュア 


_ [腕部] 

洛は開閉式。 
I ニカル感を 
t るアクチュ 
7 ポジモータ 
-機播を含む 
I •格を再現： 
^観装甲の一 
=して可動範 
ます。 


TOR [手部] 
i の各関節部 
t 装等を確実 
指関節の拄 
:よる表情垦 
[能。 



BACK PACK 

[バックパック] 
バックパックカバーを外 
すと、主動力炉である小 
型核駐合炉等の内部メカ 
ニズムが®出= F 型に比 
ベて大幅に皤勖性の向上 
が計られているバーニア 
スラスターなどを再現： 


LEG UNIT [脚部] 

サブスラスター部は専用 
ボリパーツの採用により 
スムーズに開閉。機能向 
上を行ったバーニアスラ 
スターに新設計のユニッ 
卜を採用。又、それによ 
り增加されたブロペラン 
卜も再現： 


LEG UNIT [脚部] 

腕部同様ダンパー铕镧を 
含む可動式内部骨格を再 
現：股•膝 • 足首の可動 
にシンクロして各部のシ 
U ンダーが伸縮。足首は 
爪先と踵でそれぞれ拄立 
して可動し、これまでに 
ない接地性の S いものに 
なっている c 各部ダンパ 
一のロッド部分はメッキ 
で再現。勦カパイプは密 
巷きスプリングを芯に多 
節檷造で再現しフレキシ 
ブルな可動を実現。 



赤熱化し、敵の機体 
より武器としてのリ 




ZMP -50 D /120 mm [ザクマシンガン] 

一年戰争の初期に多用された、ザクの g も一般的な携行武装、通称ザクマシンガンを細部までリアルに再現：サイトスコープ、 
フォアグリップの可動により様々なポーズに対応。 




























MS-06S [ 機体特徴 ] 

ザク n の f 型をベースとして、徹底的な性能向上を行った 
s 型は、「赤い m 星のシャア J が駆ったことで一年戦争初 
期の傑作機として知られている c 外 K 上は F 型と同じであ 
ても背部や脚部のバーニアスラスターなどに新設計の 
ユニットを採用するなど、内装される各種部品は特殊な 
ものが多く、装甲材の組成や撟造もより改善されている。 
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MS -06 S 赤い彗星 



宇宙世紀0079年1月3日。宇宙植民都市サイド3は 
ジオン公国を名乗り、地球連邦政府に独立戦争を挑んで 
きた。 

公国軍は巨大な人型兵器モビルスーツ（以下、 MSu ： 
1) を投入し、宣戦布告と同時に地球周辺のラグランジ 
ュポイントに浮かぶ7つの宇宙植民都市のうち、サイド 
1、2、4を襲撃した。さらに、後に人類史上最悪の蛮 
行と断じられるコ□ニー落とし「ブリティッシュ作戦® 
2」を敢行し、地球にも甚大な被害をもたらした（この 
戦闘を「一週間戦争※3」と呼ぶ)。 

MS は、このコ□ニー落としのための作業でも活躍し 
た。コ□ニーの軌道を変更 T るための核パルスエンジン 
の取りつけや周辺空域の防衛、さらに、作業®艇の護衛 
など、その汎用性を逦憾なく発揮したのである。 

同年1月15日。サイド5の宙域において後に「ルウム 
戦役※4」と呼ばれる連邦酷隊との大規模な空間戦闘が 
行われたが、ミノフスキー粒子（以下、 M 粒子※ 5) が 
散布された空間では、レーダーなどによる電子戦が不可 
能となってしまうため、犬®巨砲主義に陥り、電子戦以 
外の戦術を想定していなかった連邦軍の宇宙®隊は次々 
と葬り去られていった。この時代、宇宙世紀においては、 
目視戦闘が可能な MS が圧倒的に有利だったのである。 

連邦軍はこの戦闘によって、ようやく MS の脅威をは 
っきりと認識した。さらに、 MS という兵器の登場は、 
マンパワーが戦闘を左右する時代が再び訪れたことを告 
けるものだった。 MS は、ボタンの押し合いだったこの 
時代の戦争に、エースパイロットという古式ゆかしい存 
在を呼び戻し、ク□—ズアップしたのである。そして、 
彼らの功績を象徴するのが、オリジナルのパーソナルカ 
ラーに塗装された高性能機であり、大戦初期における、 
その代表的な機体こそが 、 MS — 06 S だったのである。 

特に大規模な®隊戦となった「ルウム戦役」において 
は、5隻の戦趣を一瞬にして撃沈した「赤い彗星のシヤ 


ア《6」や、連邦軍宇宙®隊司令レ 
ビル将軍を捕虜とした「黒い三連 
星※7」などが敵味方問わず注目を 
集め、 MS の兵器としての性能の 
評価はもとより、作戦室のひな壇 
で指図するだけの指揮官ではなく、 
最前線で愛機を駆る「英雄」が復権 
を果たしたのだということもでき 
るだろう。 

まさしく「サク」は、時代を象 
徴する兵器であり、そして時代を 
塗り替えた「英雄」そのものだっ 
た。その中でもいっそう強く、綺 
羅星のごとき光を放っているのが、 
開戦当初、数多くのエースパイロ 
ットが駆って戦場を駆け抜けた M 
S 一 06 S なのである。 

ジオン公国が開発した MS は、 
非常に短期間のうちに、既存の兵器体系を塗り替えて 
しまった。それは、あらゆる作業に投入できるという 
汎用性もさることながら、機動兵器としての圧倒的な 
優秀さが、一年戦争という歴史の変換期に、時勢を得 
て登場したという共時性も無視することはできないだ 
ろう。無論、これらの機体を駆るパイ□ットたちの技 
能も無視できないことは言うまでもないが、いかなる 
技術も、それを扱う人間がいなければ活用されること 
がないように、彼らもまた、 MS という時代を象徴す 
る兵器の出現なしには、その存在を世にしらしめるこ 
とはなかっただろう。 

ミ ノフスキー物理学を応用した小型核融合炉の開発 
成功を受けて、ミノフスキー粒子散布による電子戦の 
無効化を想定した公国軍技術部は、0073年の第1号 




モビルスーツとは.丨《:人な人や 
のこと 

l'ljliljliv*trui»fnt» Tartiod 
=lt 動 を 

て MWUIE MTT と呼 ft されるジオ 
ン公 IMAPH * した MS は.述坧と 
公 W の的な ft W でを W すほど 
の較坩をあけ.を屮輪に* 
えた*«¥卞谢軀嫌の*略をこと 
ごとく打ち碎いたを " j 
徒とする. MS は.坩广«という近 
代的なを*上の ifl 杓とした 


•S2 プリティッシュ作« 

一においてジオン公 IM 
•ボが WIW したコロニー济とし作 
«のことコロニーの«連作 X 
にはザクが大 W に投入され.屯 
笮的な作 w の ym を" I 能とした 
この作 w のせいて•地球が* 
金し.地 I •.に w 住する多くの布 
w が死に t : った 


■llldft 解説 * 

•WWI 卞 


す W 供紀0079申 umi から 
I までの期两に行われた 
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公 W¥ は.穴暇#??と MW に 
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ルウム較设 

サイド 5 W れルウムの坩 
域で WISH された史の 
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公 WV の扣 •,*? も * t 人てあり.コ 
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がれたこの載いの後 . 

定 i して iHW 篆約が！•結された 


*5 ミノフスキー K / 

二の ！ f 

TV - ミノフスキーによる fc 
广で. K 屮にわたる研究〇 
その作 ft が fciE された 
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ゼロで.+か一の OiW を W ち. 
イ;》1祝のフィールドを IfiKl て， 
ある fclfl の沖マイクロ ？I 
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ft 塗装される S 型ザク 
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機 （MS —〇1の形式ナンバーおよび MS という呼称を 
初めて与えられたのもこの機体）の完成を期に、 MS は 
実際的な兵器と しての 進化を始めた。年内には MS に 
搭載可能なサイズの核融合炉も開発され、0074年2月 
には、 MS -05 が完成し「サク」という呼称を与えら 
れている。 

公国軍は、サクの成功によって新たな戦術を手に入 
れ、それはまた新たな戦路を生んでいった。完成間も 
ない数十機の MS - 05は、まずパイロットの養成に供 
され、その後一個師団を編成するのに十分な機体数が 
生産された。実際、教 g 機動大隊の編成もこの時期だ 
ったと示す資料も©る。機動兵器による部隊の成立は、 
宇宙時代の転換をも意味していた。そして MS は、 
0076年から始まった局地戦用 M S 開発計画によって、 
新たな進化を始めることとなった。 

MS -06 は0078年1月から A タイプの fi 産が始まっ 
たが、並行して各種のバリエーションも研究されてい 
た。 A タイプの屋産はかなり早い時期に終了し、生産の 
中心は C 型を経て、より実戦的な F 型へ移行していっ 
た。 

「赤い彗星のシャア」が駆ったことで一年戦争※8初 
期の傑作機として知られる MS —06 S は、基本的には 
MS —〇6ザク n のバリエーションとして認識されてい 

るが、実際には別の機体であると言っても過言ではな 
し、。とはいえ、後に登場する06 R タイプほどの設計変 
更を受けているわけではない。言わば、市販車がレー 
スカー並みのチューンナップを受けているようなもの 
である。そのため、操作性を重視した F 型に比べ、大 
幅な機動性向上が計られている半面、かなり扱いにく 
い機体となっているらしい。外観上は、 F 型とほとん 
ど変わっていないように見受けられるが、内装される 
各種部品は特殊なものが多く、一年戦争中〜後期に活 
躍した高機動型の R 系の機体に移行する寸前の機体で 
あるとい5ことちできる。 

一年戦争が本格化する以前の「ザク」は、機能より 
も生産性の向上を重視する傾向があったため、エクス 
テリアの大規模な変更は実行しにくく、 S 型はその制 
約の中で最大限にチューンされた、次世代機との中間 
に位置する機体であると言うことができる。実際には、 
〇076年に局地戦用 M S 杂9の開発が開始された時点で 
試案が提出されていた高機動の R 型の設計思想に基づ 
いた機体を F 型の設備で生産するという、先行試作型 
とでも呼べる機体であり、機動性向上のための技術開 
発の実戦投入試験機としての側面を持つ機体なのであ 
る。 カタログ データと しては、 バーニア スラ スターの 
出力向上が計られているだけといわれるが、実際には 
それだけでも非常に困難な技術的課題が山積している 
ことは言うまでもないだろう。 

MS -06 S は、0078年1月から〇6 A 型の量産が始 
まった時期から少し遅れて生産が開始された。当時の 
公国の事情としては、大規模な戦略を展開するにあた 



って、一機でも多くのサクを必要としていたからだ。 

だからといって高性能機の開発が頓挫していたわけで 
はない。機能向上を求める声はベテランパイ□ットを中 
心に広がっていたし、技術琿も高性能機の開発を提言し 
ていた。軍首脑部もまた、その必要性を感じていたので 
ある。0075年の5月以降、05系の生産が A 型から巳 
型に移行したのも、パイ□ットの技能を活かすための性 
能向上を実現するためであったし、 MS の戦路的な価値 
を高めるためにもさらなる高性能化は必須だったのであ 
る。 

実際問題として、生産性を維持しつつ性能も向上させ 
るという困難な課題を解決するため、公国軍の技術陣は 
画期的な方法を採用した。それは、標準的な機体の生産 
と並行して試作機を開発するという方法であった。公国 
軍はよく場当たり的な改造機をその都度調達していたよ 
うに言われることもあるが、実際の開発計画は常に先見 
性を持っていたことがこれで明らかとなるだろう。 

このことは、運用面でも如実に証明されている。 S 型 
は、 F 型と90%以上の部品共有率を持っており、 F 型 
の運用設備をほぼそのまま流用することができたのであ 
る。これは、補給やメインテナンスの面からも非常に歓 
迎された。 F 型は簡单な改装で空間戦闘にも重力下戦闘 
にも対応することができた。例えば、宇宙空間での追撃 
対象が地球に降下した場合であっても、引き続き任務を 
継続することが可能だったのである。つまり、同じ施設 
で S 型を同様に改装することも可能だったのである。こ 
のことは、地球上における MS の運用面で多大な恩恵を 
もたらしたと言われている。 
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〇076年に開始された局地戦用 MS の開発は、あ 
らゆる環境に対応するために無数のシミユレーシヨ 
ンを展開した。この時期の技術開発や理論の積み重 
ねが06系の機体を開発する上での土壌となっていっ 
た。そして、標準的な機体を基本として、あらゆる 
戦珞に対応可能な汎用性を持つ機体設計（戦術のみ 
ならず、開発計画におけるベースとしても使用可能 
な設計）を行う必要があることが判明したのである。 
M S — 06サク n は、その要請に応えて開発された機 

体だったのだ。 

例えば、06系の特徴である「動力伝達パイプ•: -10 
の露出」だが、これが露出しているということは、 
それらの整備性が向上していると言うことであり、 
ひいては周辺機器の換装も容易であることを示して 
いる。そして S 型は、このタイプ（いわゆる F 型） 
を基本として、最大限の性能向上を行った機体なの 
である。 

S 型の実戦配備は、0078年の後半に集中してお 
り、主に指揮官クラスの鍊度の高いパイ□ットを対 
象として配備されていった。最終的な生産数は百機 
程度と言われ、時期的には0079年1月の開戦当初 
からルウム戦役に至り、南極条約※11締結までの期 
間に目覚ましい戦果をあげている。 

F 型をベースとして徹底的な機能向上を行った S 
型は、背部や脚部のバーニアスラスターなどに新設 
計のユニットを採用しているため、必要とされるプ 
□ペラントが増加しており、それらの空間を確保す 
るため、各種のオート機能などを統括制御する各部 
のパーツが排除されている。 

無論、それに代わる装置と置換され、新設計のユ 
ニットに対応して装甲形状にも多少の手直しが施さ 
れているため稼働に支障はなく、逆に、熟練者には不 
要な多くのリミッターをオフラインにできたことで、 
極端な言い方をすれば、機体の構造限界まで機能さ 
せることができるようになったわけで、十分な技能 
を持った者たちにはすこぶる評判が良かったという。 


S 型に施された改装は、基本的に各部のユニット規 
格を維持したままの高性能化であった。そのため、部 
品单位で歩留まりのよいものが厳選され、各部に実装 
されている。そのせいか、予備の調達が困難ではあっ 
たものの、そのほぼすベての部品が F 型のもので代用 
できたため、運用面での支障はほとんどなかったと言 
われている。 

この機体には、 F 型と同等のヘッドモジュールが使 
用されているが、指揮官機としての通信機能や索敵能 
力などの向上のため、アンテナ基部の構造などに変更 
が加えられている。ただし、強行偵察などの任務に特 
化された機体ではないため、出力の強化と、受信した 
情報の解析能力が向上している程度だと言われてい 
る。ことに、 S 型の機体は、中隊長以上の熟練パイロ 
ットに供給されることが多かったため、この頭部マル 
チブレードアンテナが、ひいては S 型の特徴として取 
りざたされることも多い。実際、小琢単位で行動する 
MS 編隊には、かなりの頻度で••アンテナ付き”が含 
まれていることもあり、前線においては、事実上“隊 
長マーク”として機能していたようだ。無論、それは 
運用するパイ□ットにとっても同様であり、ボディカ 
ラーと同様、いわゆる「気の遣いどころ」でもあった 
という。事実、機能面ではほとんど差がないにも関わ 
らず、し K つかのバリエーシヨンも存在していた。 

外部映像認識装置と、各種の複合センサーによって 
構成されているモノアイは、その光学装置の研磨など 
の工程で、グラモニカ社の技術主任が自ら磨きあげた 
逸品が使用されているという噂もあった。これは、公 
国製 MS の特徴ともいえる端末だが、いわゆる光学的 
な撮像能力だけでなく、広範囲の電磁波を感知できる 
上、アクティブセンサーとしても使うことができた。 
また、機能的にはレーザー通信※12のための送受信シ 
ステムも組み込まれているため、実用面でもフォーカ 
スの精度や分解能力など、純粋に光学的な要素は、無 
視できない要素としてブラッシュアップされたよう 
だ0 
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S 型の腕部モジュールは、装甲材以外、ほとんど F 型 
のパーツが流用されている。ただし、各関節部分に採用 
される流体内ノ0レスシステム※ 13 目体、さらなる高速化 
が図られており、一部のオート機能が排除され、 F 型の 
ものよりトルクやレスポンスが向上しているという。ま 
た、 S 型のマニピュレーターに装備される触感センサー 
は、一説には、熟練者なら卵を潰さずに割ることができ 
たと言われているほどの精度とフィードバック能力を持 
っていたといわれている。このセンサーユニットち、才 
スカログ精エから特別あつらえのデバイスが供与されて 
いたと言われているが、実際の戦闘において、いかほど 
の効果があったちのかは定かではない。 

そして、1\/13_063と^^3_〇6卩の大きな違いのひ 
とつが、脚部バーニアスラスターの増設と、それに伴う 
脚部の内部構造の改変である。 S 型は、 F 型においてコ 
ント□ールのオート化のための部品などに割いていた脚 
部の内部容積を、高出力化したスラスターとプ□ペラン 
トタンクとに換装した。これによって、 AMBAC システ 
ム※ 14 の目動制御が多少、扱いにくくなったものの、逆に 
任意による制御がしやすくなった。また、ジェネレータ 
一などの総合出力が向上したことで、機体全体の運動性 
ち改善されている。つまり、姿勢制御の演算に必要な手 
続きをパスして、パイ□ットが任意に機体のレスポンス 
を調整できるようになったのである。これこそ、 S 型が 
“熟棟者”向けの機体であることの証明で®るといえる。 

MS は、基本的に巨大な オー ト マチックテクノロジー 
の集合体であり、各部が完璧に連動していてこそ十分な 
性能を発揮することができると考えられていた。二足歩 
行や武装の換装、丟た、 AMBAC システムによる機動 
など、その最たるものであったはずだった。ところが、 
S 型は、そのバランスを能動的に崩すことによって、圧 
倒的な機動性の向上を達成したのである。 

MS の一挙手一投足は、基本的にオペレーションソフ 
卜によって管制されている。目機の挙動は常に機体のメ 
インフレームによって管理されており、基本的に矛盾す 
るコント□—ルは受け付けないようになっている。つま 
り、原則的に二律背理的な行動をとることはできなかっ 
たのだが、 S 型はそれができるようになったのである。 

それは例えば、アクセルとブレーキを同時に踏むよう 
なもので、一見矛盾するような操作が、高度な操縦技能 
の下においては卓抜した結果を出すようなものである。 
熟練パイ□ットの手腕を表現する慣用句として、俗に 
「通常の3倍のスピード」などと言われる高機動戦闘も、 
実際には敵襤を蹴ることで急激なべクトル変更を行って 
いただけだと言われているが、実際、初期加速を四肢に 
よって得る方法など、マニュアルのどこにも記載されて 
はいないのだから、それも“技置”なのである。 

S 型と F 型のもっとも大きな差異は、ボディモデュー 
ルにも集約されている。ノ (ーニアスラスターは一基につ 
き30%程出力が向上し、ジェネレーターもチューンナ 
ップされている。つまり、運動性能を左右する動力系が 


強化されたということは、空間戦闘における機動性およ 
び、格闘、白兵能力も向上したのだということができる。 

S 型の機体における大きな特徴は、バーニアノズルの 
大型化と、メインスラスターの高出力化である。実際に 
は、装甲材の換装なども行われている。いずれにしろ外 
観からその差異を見極めるのはかなり困難ではあるが、 
外観以上に内容も変化している。 

S 型は、1^&丫公社逆15と2日〇(\1丨 C 社※16が共同 
開発した M Y F G - M 5 ES X 型の核融合ジェネレーター 
を二基搭載している。この融合炉は、定格出力は F 型に 
搭載されている ES 系と同等であるものの、最大出力の 
継続時間が2割ほど延長されており、熱核□ケットの最 
大戦闘出力による稼働時間の延長に貢献している。さら 
に、メインスラスターはプ□ペラントの引き回しと燃焼 
室の構造の改善などによって、 F 型とほぼ同サイズであ 
りながら、比較して約30%増の出力を誇る。このエンジ 
ンの開発には、 M 丨17から出向した技術者の協力に 
よって、設計仕様が変更されていると言われ、事実上、 
次期 MS 用のスラスター開発にも、この時に開発された 
技術が投入されているという。また、ジェネレーターその 
ものも、構造材質の改善などにより5%程度の軽量化に 
成功しており、全体的なパワーウェイトレシオの向上に 
貢献している。ただし、機体やスラスターまわりの冷却 
などに問題があり、実質的に最大出力で稼働できる時間 
は F 型と同程度で、一回の補給で可能な戦闘時間は、むし 
ろ短かったらしい。ただし、 S 型は F 型に比べ、同じ時間 
ならより強く、同じ出力ならより長く稼働することが可 
能だったわけで、スペックデータはおよそ3096程度の改 
善であるにもかかわらず「通常の3倍のスピード」と言 
っても過言ではない性能向上があったことは事!!である。 

無論、これは機体の機能限界までの性能を引き出すこ 
とができる熟練 


者が搭乗してい 
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のことであって、 
初心者がこの S 
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運用、武説 


S 型は、基本的に F 型をチューンした機体ではあるが、 
その生産設備を流用したまま、最大限の性能向上を施し 
た特別な機体であると言うことができる。部品単位での 
性能の刷新や入念なセッティングなど、 F 型という ■ 
品の規格を破綻させず、その上で機能向上を図るとし’ 
のは、まさに“織人芸”とでも言うべき技術の裏づ1づ 
あってこそ成立した機体なのである。 

前述してきたように、目立った改修点は様々だが、 
造材や装甲材も、その調達の段階から特注、あるいは 
整されているものもある。特に、出力の向上は、そ n 
比例してプ□ペラントの消費菫をはね上げさせるも〇: 

が、 s 型は、 f 型が設計された時点から、技術革新によ 
て小型化が可能となった部品は優先して換装されて 
り、少しでもプ□ペラントの積載量を増やすという« 

が徹底して施されている。装甲材の強度が向上すれ （ 
さらに薄くすることができる。同等の強度を保ちなが 1 
その分内装品のレイアウトを組み替えてタンクの容稽 
増やすなど、その仕様は一機ごとに異なっているとさ 
言われる。それでも、メインテナンスや補給などに芰 
が出ないよう、規格内でギリギリの調整が行われてし 
よラだ。 

これらの微細な作業の積み重ねにより、最終的に e 
型と比較して8%前後、容積率を増加させることが I 
た。そして、プ□ペラントの容積率が改善されたこと a 
次的な効果として、相対的に自重が減って軽量化され： 
そのため、稼働時間内での卜ータルなパワーウエイト 
シオ※ 18 が飛躍的に向上することにもなったのである， 

無論、これは S 型に採用されている装甲材の組成ヤ 
造が、 F 型と外観が同じであっても、より改善されてし 
ことが要因のひとつであることは言うまでもない。ま： 

S 型に施された多くの改修点が、後の R 型や、ひいて(ミ 
期主力 MS 開発における指標となり、 MS というエ壽 
品の品質をさらに優れたものとしていったのである。 

これらの改造を経た上でなお、 S 型はあくまでも F 
の規格を逸脱することはなかった。無論、従事する6 
や投入される環境に応じてそれなりの改装は施さす 
が、一年戦争中期までに生産された06系の機体の二 
ピットは、 A 、 C 、 F、F S 、 S および J 型に至るまで、 

本的にすべて同じユニットが流用されている。ただ 
S 型はいくつかの才一卜機能や各種のリミッターがノ 
パス可能であるため、操作系のコンソールに多少の a 
が施されている。ただし、それはあくまで F 型の規右 
準拠して行われていた。それは、 MS の持つ'•汎用 1 
を喪失しないためでもあったのである。 

言うまでもなく、サクの優秀さは、その汎用性の I 
にある。それは基本的に、あらゆる戦術に対応でき2 
軟な設計思想を持っていたからだということができ 
特に〇6系の機体は、05系の運用によって蓄積され六 
験から導かれた確かな実用性を伴っている。 MS が并 
汎用性の多くは、人間の構造を摸したことで達成され 
また、その設計思想からすれば、各種の武装を可能と L 
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ことは、ある意味 
で当然の帰結とも 
3凡る。 

連邦軍による開 
発当初のコードネ 
—ムには「機動歩 
兵」という呼称も 
あったのである。 

携行する武装に 
よって兵士の戦闘 
ユニットとしての 
性格や概念が変わ 
るように、 MS は、 

時代と戦術、戦略 
による要請でその 
ありようを変えていった。公国軍の開発した「サク」 
は、まさに、そのことを体現しているのである。この 
概念を堅持するため、 S 型は F 型の枠内での機能向上 
に固執したのだとさえ言われている。実際には、生産 
性を最優先していたという公国軍の台所事情によると 
いう、やむを得ない側面はあったものの、その限られ 
た条件の中での技術的な研鑽は無駄ではなかったので 
ある。多分に場当たり的な緊急避難的な措置であった 
としても、この時期のスクラップアンドビルド※ 19 が 
なければ、 MS の進化自体、停滞していたかも知れな 
いとさえ言うことができるだろう。 

ただし、 S 型は、確かに高性能な賭体ではあったが、 
F 型エクステリアを流用したままでの機能向上は限界 
に達しており、稼働時間の短さが指摘されるようにも 
なっていったのもまた事実である。しかし、生産設備 
を F 型と併用したままこのような画期的な機体を生産 
できたことは、公国軍や生産メーカーの自信や目負と 
なり、実際、 S 型によって達成された備品单位でのク 
オリティの向上や、調整技術の確立。そして、それを置 
産することを可能とした生産体制の確立は、後の MS 
開発における指標となり、後継機へと続く高性能 MS 
開発の契機となったことは紛れもない事実なのである。 


⑴語解説 _ 
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F 型に求められてい 
| た汎用性は、無重量空 
間での標準的な機動性 
j と、コ□ニー内での標 
| 準的な運動性、そして、 
| 重力下での標準的な稼 
| 働と走破性である。つ 
まり、公国軍の戦珞に 
|おいて、今後 MS の投 
1入が予測されるあらゆ 
る環境に適応可能なこ 
|とが基本性能として要 
I 求されていた。逆に言 
えば、公国軍が想定する戦略のいずれにも偏らない柔軟 
性を持った機体だったということができる。そしてこの 
機体は、運用条件を限定することで、能力向上を行うチ 
ューンナップが可能だったのである。 S 型は、 F 型がもつ 
ポテンシャリティを、その限界値まで達成したものだと 
いうことができる。 F 型が、ひいては MS — 〇6そのもの 
が、それだけの器だったと言い換えることも可能だろう。 

開発当初から、局地戦用 MS の開発シミュレーション 
に基づくノウ八ウが盛り込まれていた MS — 06は、量産 
ラインに多少手を加えることで、いくつかのバリエーシ 
ョンを生み出すことが可能だった。また、技術発展を見 
越した形で、新型のジェネレータの換装が容易なように 
動力伝達系が独立して設計されていた。だからこそ 、 C 
型から F 型へ、さらには S 型の生産もスムーズに行えた 
のである。 

S 型は、 F 型が工業製品として品質が安定してからの 
改装機であり、機体各所の可動部分に採用されている流 
体パルスモーターを始めとする各種アクチ ュエ ータや、 
モノアイの機能向上など、いわゆる置産効果もあって精 
度や信頼性が向上し、その完成度を高めていった。また、 
特に動力伝達系統に関わる技術の発展や部品の性能向上 
もあって、各関節のレスポンスやトルク、そして出力な 
どが改善されていった。特に、ヒートホーク※20などにエ 
ネルギーを供給するシステムの高効率化は、後のビーム 
兵器開発の基礎を築いたといっても過 
言ではない。実際、 S 型が既製品のヒ 
一ト ホークを 使用するとすぐに オーバ 
一□ー ドするため、急ぎ、専用の発熱 
体が開発されたと言う。 

つまり、パイ□ットの要求にも柔軟に 
対応し、さらなる高性能化を達成しよ 
うとする開発態勢が確立されていたの 
である。コクピットの居住性は機体の 
更新ごとに改善され、機体操作のイン 
ターフェイスもレンスポンスも、開発 
当初からは想像もつかない進化を逐げ 
ている。そして、常に稼働状況のフィ 
ードパックを怠らない開発姿勢がザク 


の工業製品としてのクオリティをさらに押し上げてい 
ったのである。 

ちなみに、 MS は、その開発当初からあらゆる既存 
の兵器に置き換えられるものであることが予見されて 
いたため、既存の兵器に準じた“乗り物”としての側 
面も持っている。極端な言い方をすれば、軍事関連の 
戦闘機器のうち、全く置き換えることができなかった 
のは、輸送任務ぐらいのものだったのである（これも） 
後には覆されることになる)。 

事実上、 S 型は F 型の強化型として開発が進められ 
ていたが、空間戦闘能力を向上させるとともに、 F 型 
と同程度の重力下戦闘が可能なように設計されてい 
た。ただし、 F 型と同様、大量のプ□ペラントがデッ 
ドウェイトとなることは当初から予想されていた。そ 
こで、地上用である J 型※21が生産されたのだが、こ 
の機体もまた、 F 型の生産ラインをほとんど変更せず 
に生産できたという。 J 型は、実質的に F 型の改装機 
だが、実際には反応炉からの動力の取り回しや空冷構 
造の採用などによって、反応炉まわりの基本構造など 
が異なっている。ただしこれ以外は、重力下でデッド 
ウェイトとなる各種装備を取り除いた上、オプション 
装着用の八ードボイントなどを脚部に増設しているだ 
けである。つまり、これだけの改装で、 F 型サクは重 
力下仕様の陸戦用 M S として生まれ変わったわけで、 
これはまた別の意味で MS —06 F の持つ「汎用性」 
の実証だとも言えるだろう。さらに F 型は、後の MS 
開発のテストへッドとしても MS の発展に寄与してい 
る。それらは様々な実働データが蓄積されるにつれて 
多様な形状の変化を生み、砂漠戦周の D 型※22、水陸両 
用の M 型※23など、無数のノ（リエーションを生み出し、 
兵器としては古今未曾有の適応進化を実現している。 

S 型も、実質的にはこの系譜に属する機体ではある 
が、その存在そのものが、あくまで ■* 量産兵器”であ 
るはずの MS に、•エースパイ□ット”や•高性能櫬 1 * 
という概念を導入、確立し、そのステイタスを劇的な 
ほどに向上させた画期的な機体であったと言うことが 
できるだろう。 
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サク強化型の聞発 



MS は••歩兵”としての機能も充実していた。つま 
り、各種工作と白兵能力、または兵装の換装による火 
器管制システムの規格化や部隊編成行動に必要な連携 
行動に対応した稼働ソフトが開発され、対艦、対地、 
対空などへの対応も可能となったのである。無論、05 
系の機体からしてすでにそれらの作業に活用されては 
いたが、稼働ソフトの適正化に並行して、より高度な 
作業に投入することも可能となっていたのである。 
「サク」の汎用性の高さはいまさら言うまでもないが、 
MS が登場するまで、攻撃、迎撃、防衛、白兵、さら 
には付設、散布、索敵、運拷など、「長距離輸送」以外 
のほとんどの••作業”に対応可能な兵器など存在し得 
なかったのである。ことに空間戦闘における有効性は 
目覚ましく、 AMBAC による機動性は既存の航宙戦 
闘機を寄せつけなかった。これは大型戦 II などに対し 
ても発揮された。砲塔や®橋などの死角に回り込んで 
の直接攻擊など、既存の兵器では不可能な戦術が大い 
に展開されていった。ことに、 ** 体当たり*24” による 
戦闘が可能な高機動兵器など、 MS の出現以前には考 
えられないことであった。 

加えて、その作業能力の高さは、まさに一年戦争の 
発端となったプリティッシュ作戦の遂行によっても証 
明された。ただし、その際、減速装置の敷設作業に忙 
殺される機体の多数が狙擊されるという事例もあって、 
作業能力の高さが徒となり、多くの機体と熟練パイロ 
ットを喪失してしまうという事態も招いてしまった。 
そしてそれ以後、索敵能力に優れた機体や、周辺哨戒 
の機能を持つ機体も開発されるようになったのである。 
その意味で、 MS の開発は、常に前線と工廠のコミュ 


ニケーシヨンによって成立していた。そ 
れは、技官とパイ□ットの切磋琢磨でち 
あり、依然として MS は若い兵器であり、 
初期の搭乗者はすべてテストパイ□ット 
であったのだと言うこともできるだろう。 

特に S 型の開発は、いわゆる“現場の 
要望 ”という形が最も色濃く出た事象だ 
と言うことができる。それだけ、 MS が 
兵器としてのみならず、工業製品として 
成熟してきたということでもある。これ 
は、 MS が公国軍において普遍的な兵器 
として定着してきたことの証左でもある 
だろう。 

S 型開発以前、パイ□ットから提出さ 
れていた要望は、概ね以下のようなもの 
であった。 

-機動性の向上 
• 通信能力の改善 
• 稼働時間の延長 
• 機体乾重量の低減 

• 四肢の可動レスポンスの改善……など 
である。 

これらの要求は、基本的に生産性の維持とは相いれな 
い側面を持っていた。特に、機動性の向上と稼働時間の 
延長は相反する要求でもあり、これらの案件は受領予定 
者ごとに調整されることとなった。また、機体乾重量の 


軽減は M S の普遍的な課題でもあったため恒常的な懸案 
とされ、 S 型でも暫時、採り入れられていくことになる。 

S 型が生産された時期は、一年戦争の勃発に前後する 
4〜5ヶ月の間に集中している。戦！!が大規模な総力戦 
の様相を呈するようになる途上である。それに並行して、 
MS に必要とされる“指揮能力”は、単なる意志踩通の 
みならず、戦法レベルでの技能や性能が大きなウェイト 
を占めることが明らかになっていった。そのような状況 
下において、実戦においてパイ□ットが多様な局面で機 
体稼働にストレスを感じる事例が多数報告されていた。 
06系が開発されたのも、〇5系の機体運用から得られた 
経験などを基としてのことだったし、パイ□ットの練度 
が上がれば更なる性能向上が期待されるのは予想されて 
いたことだったのだ。 

S 型の開発は、生産設備そのものには手をつけないと 
いう、限られた枠内で行われなければならなかった。パ 
イ□ットから寄せられた要望は、事実上、 MS -06 の開 
発当初から懸案となっていたものばかりであり、本質的 
には MS そのものの持つ命題でもあったのだということ 
ができる。 

そこで、生産設備そのものを流用し、各種の部品や内 
装品から歩留まりの良い物を抜きだし、部品単位でチュ 
ーンし、あるいは基礎設計の範囲内で別の部品と換装す 
るという手法が採られた。窮余の策ではあったが、当時 
はこれが充分に功を奏する結果をもたらした。 


■HI 語解説 _ 
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もともと 06 系の機体は、05系運用のノウ八ウを基 
として、当初から内装品の換装を想定し、動カパイプ 
などを機外へ露出させていた。さらに、生産に当たる 
技術者も増え、彼らの練度や経験も高度なものとなっ 
ていた。実際には技官サイドから機能向上の要望が寄 
せられていたという状況もあった。 S 型開発の機運は 
十分に高まっていたのである。 

S . U . 丨 .T プロジェクト※25を経て、ジオニック社か 
ら公国軍に出向し、自らもテストパイ□ットとして M 
S の性能向上に務めていたエリオット • レム少佐※26 
(当時）は、技術者として、そしてパイ□ットとしての 
経験から、ベテランパイ□ットの要望をくみ取り、そ 
れを S 型に対応した装備の開発に対する提言としてま 
とめた。 

融合炉の調整か交換を実施する 
□ケット モーターを 換装する 
新型アクチェー ターの 導入でレスポンスを改善する 
新開発の装甲材のテストへッドとする 
一部の目動制御装備をオミットする 
整備手順に抵触しない範囲で内装品のレイアウトを 
変更する……などといったものであった。基本的には、 
搭乗者ごとに以上の手段の一部、またはすべてを実施す 
ることで、その好みに合わせた、あるいは、その時期 
ごとに可能な範囲での手段が講じられることとなった。 

まず、エリオット少佐が行った改装は、 F 型の操作 
系からすべてのリミッターを解除することだった。そ 
して、各所の□ケット モーター やアクチ ュエーターの 
実働限界を探り、各装備の損壊寸前まで（あるいは実 
際に損壊するまで）機体を稼働させたのである。それ 
に並行して、 F 型の設計構造を徹底的に解析し、各部 
位の疲労係数や消耗率などを算定した。それらはデー 
夕として収集され、ベテランパイ□ットがどのような 
局面で、 MS のどのような挙動に対して不満を感じる 
かなどを身をもって確認したのである。 

テストフライトは、主にグラナダ※27の実験場にお 
いて行われ、その中には模擬戦闘もメニューとして加 
えられていた。開戦前であるにも関わらず、 S 型の開 
発は、対 MS 戦闘をも視野に入れたものだったのであ 
る。その際には、実際に要望を提出したパイ□ットな 
ども幾人かが招聘され、実地において双方の挙動確認 
なども行われたようだ。 

2週間ほどの、いわゆる••破砕実験”寸前の過酷な 
トライアルを経た後、 S 型の開発チームはようやくい 
くつかのエ厫の使用許可を取りつけ、実際に各部品の 
チューンナップおよび改装を開始した。仕上がった装 
備品は、生産ラインか5抜き出されたフレームに実装 
され、その効果の実証テストが繰り返されたのである。 

まず、テスト機と同様に、リミッターをパイパスで 
きる制御装置を組み込んだコクピットが生産され 、 S 
型を受領する予定のパイ□ットをトライアルのデータ 
を組み込んだシミュレーターに乗せ、各目の癖を把握 



し、それに基づいた装備品を換装することで、機体ごと 
に折り合いをつけていくのである。無論、個々人の技能 
には幅があるため、最終的な微調整は、それぞれ個別に 
行う。そして、それらはマニュアル化され、生産工程に 
フィードバックされる。 

基本的には、以上の手順を繰り返し、機体性能は暫時、 
更新していくという手法が確立されたのである。 

ます、根本的な改修点として、メインおよびサブスラ 
スターの高出力化が講じられた。機動に際しての改善点 
として、当初は搭乗者の肉体限界として考えられていた 
加重限界が徹底的に見直されたのである。つまり、加速 
性能はもとより、進路べクトルの変更や方向転換など、 
ベテランパイ□ットは当初の予想値を遥かに上回るレべ 
ルで M S を駆っていたことが判明したのである。 

当初の構想では、背部のメインスラスターを大型化し、 
脚部にサブスラスターを増設する程度の改装が予定され 
ており、実際、数機はその仕様※28で建造されたのだが、 
ベテランパイ□ットによる実働データからすると、脚部 
のサブスラスターは、姿勢制御のみならず、機動そのち 
のにも充当した方が総合推刀が向上するという事実が判 
明したのである。実際、後の R 型などの開発において、 
脚部全体を巨大なバーニアユニットに見立てるという発 
想は、実質的にはこの時期に確立されたものだと言われ 
る。エリオット少佐は、これらのデータから、本来なら 
抜本的な設計変更が必要であることを痛感したらしく、 
S 型の開発および生産の傍ら、 R 型に至る機体の構想を 
巡らせていたようだ。 

S 型の開発開始からーケ月ほどで、専用の□ケットモ 
ーター※29が完成した。ただし、限られた容積で目標と 
されたスペックを達成するのは困難でもあり、外装形状 
にも若干の手直しが施された。 S 型の独特な脚部形状は、 
この時に決定したと言えるだろう。また、この部位は、 
建造の工程にも対応して設計されていたため、損壊した 
場合には外装ごと F 型のユニットと交換することもでき 
た。これらの改装を基本構造とし、 S 型の本格的な生産 
が始められた。そしてそれらは各部隊のエースパイ□ッ 
卜のもとに届けられ、最終的にはおよそ百機程度が生産 
されたと言われている。 
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一か ifld されているという fttt 
の!•休シャ T 少佐が受»1た 
のは.こちらのパージョンだと 
いう*もある 


w 2» 作川ロケットモーター 
本寒は W の織体のメインスラ 
スター川に明«されていた WT ! 
の敵坩川ロケットモーター® 
などを ft t ' WiTiff をナロー 
化し.押や〇««の«格に遶〇 
させてある 
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S 型サクの完成 



基本的な改装工程の確立が終了し、20機程度が生産 
された時点で、エリオット少佐は S 型の開発プロジェク 
卜から離れ、次期主力 MS の開発プロジェクトに籍を移 
すこととなった。 S 型の開発を通じ、 MS そのものの性 
能向上が必須であることを痛感した少佐は、開発局の上 
層部に度々その旨を上申しており、その熱意が認められ 
た格好であった。従って、エリオット少佐が実質的に S 
型の開発に携わっていた期間は 3 ヶ月程度※30であった 
と言われている。それでも、開戦を挟んだ数週間は、 
後方での生産や整備計画の陣頭指揮を執る局面もあった 
らしく、自ら S 型の最終調整や受け渡しに出向くことも 
あったという。 

中でも、一週間戦争において、単機としては記録的な 
戦果をあげたシャア • アズナブル大尉（当時。前述の功 
績によって少佐に昇進）への S 型授受の際は、特に 
念入りな調整を施し、その操作法をレクチャーした 
と言われている。 

実際には、これらの状況はあくまでも公国軍のプ 
□パガンダ※31の一環として語られる場合が多いが、 
空戦マニュアルの執筆者のひとりでもあり、目らも 
テストパイ□ットを買って出るほどの腕前を持つ M 
S 開発スタッフなど、戦意高揚のためには最適の人 
材であった。一方、受領した側のシャア少佐にして 
も、士官学校を主席で卒業した経歴を持ち、何より 
もその目覚ましい戦果によって名を馳せたエースパ 
イ□ットのひとりである。公国の人材と技術を誇示 
するのに、これほど適した組み合わせはなかったと 
言えるだろう。 

そしてシャア少佐は、受領したばかりの MS —〇6 
S を駆り、続くルウム戦役においても大きな戦果を 
あげた。得意の高速一擊離脱戦法は、 S 型を得たこ 
とで益々磨ぎがかかり「赤い彗星のシャア」の異名 
を手にするのである。 

ルウム戦役を経た後、南極条約が締結され、 N 巳 


C 兵器の投入が不可能となった。 

これは双方にとって戦珞の幅を狭めるもので 
は®ったものの、公国軍はそれを糸口に、地 
球侵攻を進展させることができた。 

なぜなら、この条約では「核動力※32」や 
「電磁カタパルト※33」などの使用は規制され 
ていなかったからだ。すなわち、月面の埋設 
型マスドライバーの軍事転用や MS などは使 
用可能だったのである。つまり、この条約に 
よって、 MS の投入目体、何の支障もなく容 
認されたとも言えるのだ。そして、 MS その 
ものの単機当たりの戦闘能力の向上が、戦踣 
上も、さらに重要なファクターとなっていっ 
たのである。 S 型の登場は、まさにこの時代 
を予見したかのようであり、また、続く混迷 
の時代をも象徴しているかのようであった。 
マスドライバーによる地表攻撃は、連邦軍 
によって施設が破壊されるまで行われ、軌道上の太陽発 
電衛星なども甚大な被害を受けた。そして、南極条約の 
締結からわずか一週間後の同年 2 月 7 日、公国軍による 
地球侵攻作戦が開始されたのである。 

まず、軌道上の防衛施設の破壊や地球周辺の航路に存 
在する軍事拠点が睽く間に壊滅し、続く同年 3 月 1 日、 
第一次降下作戦が実行された。この作戦は、地球攻擊軍 
第一地上機動師団を主戦力に、連邦軍のバイコヌール宇 
苗基地を攻撃目標として中部アジアー帯に侵攻するとい 
うものだった c そして宇宙基地制圧後、同年 3 月 4 日に 
は資源採掘部隊が降下し、当該地域に展開した。さらに 
戦闘車両や航空機を降下させ、その後、戦闘部隊は、さ 
らにカスピ海北岸から欧州方面へ、南岸から中東域へ向 
けて侵攻を開始した。 



■ 州語解説 _ 



» ; 30 3 rllWML 

エリオット-レムは. mi 〒の 
WIKKj •後、即蝌に Ai 撇麴やの 

1¢ V の明*に«了:したという d 
もあるただし.屮にな 
った W 期が特定できず. sfl を 
T •がけていたというも«っ 
ている ft 後はジオン JtflllM へ 
の«衍を希〒していたが.強く 
油われ.违《¥技*本* W き fc 
If となったと J われている 


rhai フロハガンダ 

•« 的に.贷じ及ひその f 法 
そのもののこと特に.特定の 
V.h. 思 fl! についての TCt を衍 
す公 IUV は.《技»や新や>1 
s . またそのハイロットなどを. 

のため和*に公ムして 
いるそれは多分に人心のコン 
トロールと ft 治的な忠达か*い 
もので. iva された多か 
ったようだ 


•PWW 紀の«幹•力*は. A: 
と Mk 嫌む である紡に. 
ほとんどの 毓 谢« 蜒や M s は ミ 
ノフスキー？ 釋 7の * 川による 
中の小や枝融れかを扔孩し 
ており.«力あるいは 働 力*. 
热*として+"1欠なである 
MS がとして! <•>： で S たの 
も.こののおかげだと， t っ 
ても 過， j ではない 


+33 Oi 磁カタハルト 

本 t の•は躧 flit の射出 
iR 艦船の屮 fc 上などから.阳 
蝙や: VC や火*などを tt って 
欉を K 進させる AW のことた 
だし.卞窗供紀においては.リ 
ニアモーターを H ： 川したマスド 
ライバーなとを衍すが多く. 
それらはリニアカタハルトなど 
ともれている 
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第二次降下作戦は同年 3 月 11 日に遂行され、第二、 
第三地上機動師団、航空部隊及び海洋部隊の一部、さら 
に、地球攻撃軍司令部が降下している。降下ポイントは 
北米の東西両沿岸で、軍事、工業施設の制圧と食料の確 
保が目的だった。同年3月13日には運另軍のキャリフ 
ォルニアベース※34が、ほぼ無傷の状態で陥落し、後の 
地球侵攻における拠点として機能するようになる。 

同年3月18□に実施された第三次降下作戦では、多 
数の支援部隊が先行 
する降下部隊に合 
流。同時に降下した 
第四地上機動師団 
は、オセアニア地域 
を中心に展開した。 

性格としては資源磴 
保の側面が強かった 
という0 

MS は、地球侵攻 
作戦においても、そ 
の威力を発揮した。 

それまで、軌道上か 
らの爆擊と同時に隆 
下、制圧を行える兵 
器など存在しなかっ 
たのである。地上に 
おける一連の戦闘で 
ち、 MS はあらゆる 
局面で的匯に運用さ 
れ、既存の兵器体系 
は過去の遴物となっ 
てしまったことを証 
明したのであった。 

M 粒子散布による 
電磁波妨害効果は地 
上でも有効であり、 

何よりも、巨大な人 
型兵器は、物理的な側面のみならず、精神的にも地上に 
住む人々を蹂躅し尽くしたのだと言うことができる。そ 
の後、数次に渡って補充部隊が降下し、占領地域におい 
て接収した連邦軍の施設や設備を利用して戦力増強も行 
われていた。そして、開戦からおよそ半年の間に、地球 
上の約2/3の地域は公国軍によって制圧されてしまっ 
たのである。 

宇宙に、そして地上に展開した公国軍は膨大な数に及 
んだ。そして、破竹の勢いで進撃する MS は、ひときわ 
印象的な部隊章やパーソナルマークで彩られていた。そ 
れらは恐怖の対象として、あるいは友軍を鼓舞するエー 
スパイ□ットの存在をアピールするものとして戦場を駆 
け抜けていた。その意味からも、いわゆる"中隊長マー 
ク”として知られる MS 頭頂部の装飾は、マルチブレー 
ドアンテナとしての実質的な働き以上に機能していたと 



言える。この装備は部隊綱成において必ずしも必要なも 
のではなかったが、この装備を持つ機体は、所属する兵 
士たちを鼓舞し、そのことによって兵士たちの結束が堅 
くなったことは言うまでもない。公国軍において、 MS 
に代表される新兵器の数々は、宇苗世紀に新たな秩序を 
打ち立てんとする理想に向けて邁進する象徴でもあった 
のだ。 

一年戦争初期に戦場を駆け抜けた MS — 06 S は、ま 
さにその象徴であった。 
強大な陣容を誇ってい 
た連邦軍の宇宙鹾隊は、 
「赤い彗星のシャア」や 
「黒い三連星」によって、 
瞬く間に壊滅させられ 
てしまったのである。 
運邦軍が得た教訓は、 
MS の威力と、彼ら 
“エース 1 *に出会ったら 
直ちに撤退するという 
2点に尽きると言われ 
ている。 

ちなみに、 MS の生 
産は、いわゆるライセ 
ンス生産※35も行われ、 
結果的に多数の企業が 
関わっているため、同 
型の機体のパーツであ 
っても、担当する技術 
者の設計思想の違いな 
どから、異なった:八ウ 
ジングが行われたりす 
るような事例も起きて 
いたといラ。 

こういった事情は S 型 
も例外ではなく、特に、 
頭部アンテナの形状な 
ど、様々な意匠が存在していると言われている。 

他にも、生産拠点の違いによって、肩部のシールドや 
スパイクアーマーの設置位置が変更されていたり、また、 
地上戦やコロニー内戦闘を想定した結果、大気内の塵埃 
(ダスト）侵入や装甲の間隙を可能な限り減らすため、 
腰部の装甲に軟質構造材（いわゆるラバー系の®(熱装甲） 
を採用したノ (ージョンなども数機造られたらしい。 

大戦中期から後期にかけては、試作 MS の実戦投入や、 
大戦末期における生産計画の見直しによる統合配備計画 
*36 に伴う設計変更などもあるが、それらの機体から S 
型のような高性能機が作られたとい5記録は残っていな 
し)。だからこそ、 なお一層' S 型の特殊性が浮き彫りに 
なるのだと言えるだろう。 

MS — 06 S 型は、まさに、時代の申し子だったので 
ある 0 


■ ⑴語解説 _ 


wai キヤリフォルニアベース 

海¥¥潘.笮 Vtt 地.卞宙». 
ftWUSfflK 研究拖ぶなど • 2« 
以 I .の屮少龜を«件したもの 
で.公 W 寧は.邊歸寧がコロニ 
一供»の* WflHH 作*に出動し 
ていた®をつ S . この Ifc ぶ!？を 
ほほ*«で Mil {したその ». 
約2»冊で繼の修视を終えて 
以 R . こ二は公 IM •ポの地球攻笮 
ポ«大の»点として*能するよ 


3*35 ライセンス生# 

W の体の*などを. 
その企«からをとって生瘙 
すること公 W における . MSI *: 

は.本 IM やグラナダのみ 
ならず.««したコロニーや* 
球 h でした軍 
の liit n 場などが I 6 U されてい 
たそのため.それらのぶ»に 
¢1；て1-:痄が戈*されることが 
多く.说堆て J (遠" I 鹿な化!*に 
,3,け*史されることも多かった 


：： 3« 狭 IXVttiUKi 
公 IMV において欠 * された M 
s の1-:光の Wift し扑 li に1-こ 
痏件闷 I :などのため. ！•« ごと 
に W なっていたコクヒットや内 
K «« V , のを共川としたもの 
これによって牛:牵された. MS は 
第.期中痄ヤとも呼ばれ.それ 
までの*体とは KW されている 
06 FZ . 14(；.的 RH などがこれに 
• n たる 
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カラーガイド、マーク指定位置 


MS-06S ZAKUD Coloring 


※下のイラストに指示の無し)シールは完成 
写真を参考に、好みの場所に站ってくだ 
さい 〇 

※(:数字は、 A シールの番号です。 




ジオン公国軍指定色 


脚、腕，頭部などの塗装色 
ホワイト5096)+レツド(25%)+ィエ□一：:25%) 

腰や胸の両側などの塗装色 
レツドプラウン 

胸中央部や足などの塗装色 

ブラック(70%)+ホワイト(30%) . 13 . 


ザクマシンガンなどの塗装色 
LH 黒鈇色 

■ 各部アーマーの裏側などの塗装色 
艶消し黒 

■ ヒートホークのグリ V ブ 

パーブル(8096)+ホワイト (2096) 


PRINCIPALITY OF ZEON CHS AZNABLE ぐ CUSTOMIZE MOBILE /UIT Mi_06; zi 






























MS-06S ZAKUH Color Variation 











UII Color Variation 




ガルマ • ザビ仕様 


挺)、碗、頭部などの塗装色 
ホワイト(50%)+ 

あずき色(2596)+ 

イエ□一 (25%: 


窆や胸の両側などの塗装色 
グリーン+(7096) 

ダークグリー ン(3096) 



跔中央部や足などの塗装色 
ブラック(7096)+ 

ホワイト(30%) 



ザクマシンガンなどの 
塗装色：黒鈇色 



各部アーマーの褢爱]などの 
塗装色：艷消し黒 



宇宙空間迷彩仕様 




餌.豌 I 頭部などの塗装色 
ミディアムフルー(6096)+ 
パープル:409 6) 



圉ゃ胸の両剷などの塗装色 
パーフル:6096)+ 

ミツドナイトブルバ40?6) 



胯中央部や足などの塗装色 
不ーヒープルー 
ミツドナイトブルー(30%)+ 

フルー (1096: 


31 

ザクマシンガンなどの 
塗装色：黒鉄色 



各部アーマーの裏梵などの 
塗装色：艷消し窯 
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〇 

〇 

其 

〇 

HH 
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CONSTRUCTION 

MANUAL 



MS-06SZAKUD 



r _ a 注意 _ 

必ずお読みください 

•この 商品の対象年齢は 1 5才以上です。 

〈銳い部品がありますので、15才未满には適しません。〉 

•小さな 部品.電池（別売り）を口の中には絶対に入れないでください。 

窒息などの危険があります。 

•ビニール 袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。 

窒息する恐れがあります。 

•小さな お子様のいるこ•家庭では、お子様の手の届かないところに保爸し、お子 
樺には絶対に与えないでください。 

〈電池を誤作用すると発熱 • 破裂 • 液漏れの恐れがあります。 T 1 己に注意してください。〉 
•十一 （ブラスマイナス）を正しくセットしてください。 

_ 遊んだ後は必ずスイッチを切り、電池をはずしてください。 

•ショー トさせたり、充電、分解、加熱、火の中に入れたりしないでください。 
•万一、 電池から漏れた液が目に入った時は、すぐに大量の水で洗い、医師に相談 
してください。ひふや服に付いた時は水で洗つてください。 


《組み立てる時の注意》 

•組み立てる前に必ずお読みください。 

•部品は番号を確かめ、ニッパーなどで 
きれいに切り取ってください。切り取 
った後のクズは捨ててください。 

•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、 
接着剤などのご使用にあたっては、そ 
れぞれの取扱説明書をよく読んで、正 
しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった 
所があるものもありますが、気をつけ 
て組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使 
用をおすすめします。 

•このキットの組み立てには + ( プラス） 
ドライバーを使いますので別にご用意 
ください。 
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Ml パーツ 



P バーツ 


K パーツ 
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電池金具パーツ 


(電池金具 A ) (電池金具 B ) (電池金具 C ) (電池金具 D ) 


籲 シール…1 •モノ アイシール…1 
•ビス （小）黒…6+1 •ビス （小）銀11+2 
•ビス （太）黒…14+2 參 ビス（大）銀…6+1 
(※ビス（小）黑•（太)銀…各1、ビス（大)黑•（小)鰌… 各2は予 儀です。） 

•スプリング… 2 •密巻き スプリング（長）（中）… 各 1 
•密巻き スプリング（短）…2 •発光ダイオード…1 
_ リード線（茶）…1 •リード 線（グレー）…1 

芬 -LED (発光ダイオード） を 点灯させたい 方はコイン 電池 （ LR 43 (2 個） • 別売）をご使用く ださい。 
※このキットの組み立てには、 +( ブラス）ドライバーを 使います ので別に ご用 意ください。 


く、％ ^ 


(お 翼い上げのお客様へ》部品をこわしたり、なくした時は「部品注文力 
ード」に必要な部品の番号 • 数量をはっきり書いて切り取り、封霤（裏面に 
お客掻のお名前、年齢、ご住所を明記してください）にて、郵便為»または 
定額小為替で下記までお申し込みください。代金は料金表通りです。為替証 
書は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状•重量で郵送料 
に遇不足が生じるときがあります。部品発送の際に表記額を超える時は不足 
分を請求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。ちし部品に不良品 
がございましたら、その部品を切り取り、商品名を書いて、下記まで封霤に 
てお送りください。良品と交換させていただきます 3 


部思注文カード '99.7/71870-1 2000 

パー フヱク トグレード 

1 /60 SCALE MS -06 S ザク n 


(料金表〉•部品代は lfl の料金です。 


部品番号 

献ダイオード 

その他の部品 

部品代 

300円 

各40円 

郵送料 

120円 

120円 


■申し込み先〒424-8735 
静岡県漘水市西久保305 
(株)パンダィ静岡工場 
お客様相談センター • 部品係 
TEL 0543-65-5315 



1999.7 /T-ON 
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※このべーシで便用 T る八ーツは 、 A • N * P * Q*T •黾池笠貝•田苷きスフリンク I 甲）で T 。 


I ※リード» を取り付ける時、リード 導の 皮膜ははがさないでください。」 


:モノアイ 



ビス（小)銀 

リ - ド gff 


(茶)し I |リ_ド線 



• i •ビスの締め 
すぎに注意 


※上から見た図 


メカ部2 


メカ部の完成 


:咖 BOX フタ 



❼頭 

:馳 BOX 


❽頭 

:コイン電池の入れ方 


[メカ部] 


ビス銀 



■it LED (発光ダイオード）を点灯させたい 
方はコイン電池 （ LR 43 • 別売）をご使用 
ください。 


[メカ部] 


I© 



点灯テスト 


スイッチを入れて、 

点灯するか確認し A 
てください。 OFh \ 



[電池 BOX 
フタ] 


点灯しない場合 

1. 電池の十一（ブラスマイナス） は合って い 
ますか。 

2. 電池は古くありませんか。 

3. 接点が離れていませんか。 

接点が離れている場合、接点が つくよう 
に、発光ダイオードの 足や 電池 金具を 微 
調整して点灯す るよう にします。 


:頭部カバーの取り付け1 


❿頭 

:動カパイプ 



密巻き 


スプリング（中 ） T ® x9 T © x 9 ビス（小)银 

p 岭岭〇)峰 QD 岭 0岭〇〇 岭 (〇_ぱ 

ビス(小)銀 A ⑧ xlN ⑰ xl A ⑧ xl 

+通す向きが逆になります。 


•卜始めにビスを片方の密巻きスプリングに締めこんで 
から、順番に各ノ V —ツを密巻きスプリングを伸ばしな 
がら通します。（※ビスは密巻きスプリングにからませ 
る棰に締めます,） _ 


:頭部カバーの取り付け2 


® 頭 

:頭部の完成 

■ 

❿頭 

:コイン電池の交換方法 




■頭部組立 




































































































※このペーシで使用するパーツは、 A * J *0* P * R * S * U * V * W です。 






右腕：右前腕メカ部 


右腕：右ヒジメカ部 


右腰：右手首 


右麻：右上碗メカ部 


右腕：右肩メカ部 


右腕：右 Mras 


■右腕部組立 































































※このページで使用するパーツは、 J - K - O - P - R - S-U - W です。 





(あとからはめます = ) 

U ① 



㉞ 〇④ 



ビスの締めすぎに注意！ 
k 〆 ビス(大)黑 

W ㉒ 



Lw ⑰ 



m 


:左上腕メカ部 


:左肩関節 


:左肩メカ部 


右腕：右腕カバーの取り付け2 


右腕：右腕の完成 


右腕：右腕メカ部 


右腕：右腕カバーの取り付け1 


■右腕部組立 


■左腕部組立 



























































※このページで使用するパーツは、 A-J-K-0*P-R-S-U-V* W です。 


:左手首 


❺ ■ 

:左ヒジメカ部 


J ③ 


J® ん 、、、、®L 



A ⑦ 

、d 


A ③ 




V® V ⑧ 





P ⑯ 


W ㉙ 



J® 




P ⑯ 


W ⑳、 




左腕 カバーの 取り付け1 


[左前腕メカ部] 


[左手苜] 



:左腕 カバーの 取り付け2 



し I ® (あとからはめます。） 

K ⑤ 


(あとから 

はめます。〉 

















































※このページで使用するパーツは 、 C • E • F 


N • P • R • S • V です。 


右脚：右股関節 


❷ 

右脚：右股関節メカ部 


※ビスの締め 






■右脚部組立 






























































浓このページで使用する/(ーツは、 A • E • 卜 J • K •い M • P • T • 密卷きスプリング（短）です。 


右腕：右足首メカ部 


〇 

右腕：右足首シリンダー 



J ⑳と J ㉚ 
J ’ 


J ㉓ 



右脚：右力力卜 


右脚：右ツマ先 



右脚：右足首 


❿右脚 

:右脚カバーの取り付け 




M ① 


[右股関節メカ部] 


[右足首] 


メカ部] 


•:•先に取り 
付けます。 


© 右脚：動カパイプ 


0右脚：右脚の完成 



〈モモ〉 


ビス（大)銀で 


右脚 


T © は9個 
つなげます: 


•; •上下のはめる向きに注意 


密巻きスフ 
リング（短) 


I 

丁 ④叫 


•:•スネにはめ 
こむ万\ 


ビス（犬）銀 


ビス(大)银密巻きスアリガ p © 
c => 峙 [ n 厂コ峰 □) 峰 

•:•始めにビスを片方の密巻きスアリン r に 
さしこんでから.顒番に各パーツを、密 
巻きス: nj ：/ デ を 伸ばしながら通します： 
(:ビスは®塞きスアリンデにからませる 
适 に 締めます」 



屮脚部 カバーが M 閉します： 
スネバーニアが 可動します： 


















































※このページで使用するパーツは、 C • E • F • I • J - N - P - R - S - V * です。 


■左脚部組立 



























































※このページで使用するパーツは、 AI * J . K •い M . P * T •密卷きスプリング（短）です。 


:左足首メカ部 


左足首シリンダー 



■左脚部組立 
















































b このページで使用するパーツは、〇日ギ，」，101\/1十*闩，5*卜密巻きスプリング（長）です。 



ビス(大)銀謭ング ㈤ 



T ③ x 2 T ② X 9 T © x 9 T ③ x 2 

\〇> • 〇) ♦ DD _ ¢11 • (〇 ♦ <0 — 

rr ?) xi ※通す 向きが T ^ xl 
1 逆になります： | 


p @( 向きに注意！） 


•:•始めに F ①に密巻きスプリングを通し、ビスを締めてから、順番 
に各パーツを、密巻きスプリングを伸ばしながら通します：（+ビ 
スは密巻きスブリングにからませる様に拥めます。） 


•卜先に組み立てた動カパイブのもう片方を 
F ⑤に通し、ビスで止めます。 



14期 


M ⑧ 


[コクピット] 


C ⑯ 

參匕 

C ③ K(X) * .. 




— 一一 F ⑫ J 



[右] 


F ⑯ 


⑫ 


マ 、、、、、」 J ®r 

:①、ミ， 

_ ___ J 



F ⑯ 





ボディ：ボディメカ部3 


ボディ ： ボディメカ部2 


ボディ：ボディメカ部 


ボディ ： 動カパイブ 


ボディ: 


ポチィ組立 













































































※このページで使用するパーツは、 B* C-D-E-F-K-P-R-S-W です。 


D ⑦ 



[ボディメカ部] 


D ⑧ 


[ポディメカ部] 


oc> 

¢10 

ボディ右脷 
中 

ボディ左側 

1 央 ) 




C ⑮、 

c ㉒- 



[右] C ⑮ 

:為 ㉑ 


F ② 


[ルーバー•右] 
[ルーバー•左] 



(向き』•①. 


E ⑦、 



E ⑩ 


(認注意!) 


W] E ⑬ 

w 

レ⑪ 




※バックパックカバーが開閉します。 
※バーニアが可動します。 


バックパック：ボディ • バックパックの完成 


ボディ：ボディ カバーの 取り付け 


バックパック組立 


ポチィ組立 






























































A ⑩ 


/ 參 





P ⑨ 


k 



C ㉔ 




:右肩用シールド 


※このページで使用するパーツは 、 A • C • D • F 


P-R • S . U •スプリングです。 


:フロントサスベンシ 


: リアサスペンシ 


:フロント アーマー 


P® 



I ⑬ 


P ㉜ 



※穴の大きい方 


D ⑬ 


[左] 


P ㉜ 


，•ここ、、 



I ⑭ 


D ⑭ 


•:•穴の大きい方 


:腰メカ部1 


:腰メカ部2 




(向きに注意！） D ⑪ 

P ㉗ 



[フロントサスペンション] 


[腰メカ部] 





肩部組立 







































































P ㉙ （向きに注意！） 


G ⑧ 


[ザクマシンガン 
スコープ] 

屮〇⑥は好きな所に飾ってください。 


[ザクマシンガン] 


ザクマシンガン本体 


ザクマシンガン • スコープ 































































CONSTRUCTION 

MANUAL 



二〇❶〇❶0二 


! kft ^-4 a ^ 

-. -一 

二 ft <1=^ 

Crr^D^ 

=A * A ~=： 

CF^O 0 


高 n 
09*)1 
ン？麟二 

dftTW 


i) 


^ T «! frn '!： 






B 


❿ 

@ tai 


: rz: 


❿ 


__ 




4 




❷ I 




■sr ■二 js .一 :... 


I スライドマーク… 1 


99.05/72571-3000 


( ^ a 注文カード〕 

PG ザクカスタムセツト# 1 
クリヤーボディ S ウエボンズ 


•注文された理由（〇でかこむ）（こわした•なくした） 


•部 s の注文は r 蕾通為瞽 j か r 定■小«劉でお顧いいたします： 



ツ U スト ) 


※❿•❿はご自由にお使 
いください。 




wnasfM ( x ^ 


「x “ ザ， s”i …. b:tv 



I L ク 35X ， ム t7f ij 

晒: n 二し r，i 

( 0 ^ 


〈お買い上げのお客様へ〉部品をこわしたり、なくした時は「部品注文力 
ード j に必要な部品の番号 • 数置をはっきり書いて切り取り、封霤（裏面に 
お客様のお名前、年齢、ご住所を明記してください）にて' 郵便為替または 
定額小為替で下記までお申し込みください。代金は料金表通りです。為替証 
霤は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状•重置で郵送料 
に過不足が生じるときがあります。部品発送の際に表記額を超える時は不足 
分を請求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。もし部品に不良品 
がございましたら、その部品を切り取り、商品名を軎いて、下記まで封書に 
てお送りください。良品と交換させていただきます。 

■申し込み先〒 424-8735 静岡県清水市西久保305 

(株)パンダイ靜岡工場お客様相談センター • 部品係 TEL 0543-65-5315 

(料金表）•部品代は1個の料金です。 


部品番号 

スライ ドマーク 

その他の部品 

部品代 

400円 

各40円 

郵送料 

120円 

120円 


T パーツ 


1999.5 /T-ON 


/K 思 


必ずお読みください 

•この商品の対象年齡は15才以上です。 

〈銳い部品がありますので、15才未满には遇しません。〉 

•小さな部品.電^^を口の中には絶対に入れないでください。窒息な 

どの危険があります。 

•ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。 
窒息する恐れがあります。 

•小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところに 
保管し、お子様には絶対に与えないでください。 


《組み立てる時の注意》 

•組み立てる前に必ずお読みください。 

籲部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切 
り取ってください。切り取った後のクズは捨てて 
ください。 

•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、接着剤など 
のご使用にあたっては、それぞれの取扱説明書を 
よく読んで、正しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった所があるも 
のもありますが、気をつけて組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおすす 
めします。 

_この組み立てには +( ブラス）ドライバーを使いま 
すので、別にご用意ください。 


必要な部品の番号 • 数置を書く 


Z パーツ 


U パーツ 


Y パーツ 




L パーツ 





パ—ツリスト 



































































































































































※この商品のクリヤーパーツは、パーツの取り替えを前提に設計されていません。無理なパーツの取り外しを 
行うと破損の恐れがありますので、パーツの取り扱いには十分注意してください。 

※取り替えるパーツは で表示しています。 

※余ったパーツは、お好みで取り替えてください。取り付けは PG ザクの取扱説明書をお読みください。 


[左肩用ショルダー 
アーマー] 





[ボディ] 


[腰部] 


※右側も同様に取り外します。 




※匚 


二部分の通常パーツを 


取り外して、クリ ヤーパーツに 
組み替えます。 

取り付けは下函に従って行います。 



[パーニア] 


[パックパックカパー] 


ボディ：背部 パーツの 取り外し 


クリ ヤーパーツの換 装：ボディ 


:全体の分解 


ホディ 


■分解 







































T ② X 9 T ③ X 2 

◄— 

T ④ xl 


ワンボイントアドノてイス 


1スプリングを E の様に押し出します, 
2押し出したスプリングを指で押さえ 
ながら、ビスをはずします： 


ホディ：動カパイプ 


ボディ：背部パーツの取り付け 


[バックパックカバー] 



[ボディメカ部] 


[バーニア] 


クリ ヤーパーツの 換装： 




※厂 


二部分の通常パーツを取り外して、 


クリヤーパーツに組み替えます。 
取り付けは下図に従って行います。 


:頭部 カバーの 取り付け1 



❷頭 

:動カパイブ 


〇頭 

:頭部 カバーの 取り付け2 



ホデイ 























































































































EXPLANATION [ ク』ャ _ 您武 & 器解説 ] 



※カスタムセット#1は、 PG-MS*06F ザクIIと、 PG_MS*06S ザクIIの肪に対応しています。 


DIORAMA 


下の完成写！！は、パーフエクトグレード MS -06 F ザク D にカスタムセツト#'!のザクバズーカを持たせた状態の完成写真です。この商品には、 
パーフエクトグレード MS -06 F ザク n は入つていません。 



マ■ク指定位置 


DISPLAY 


パーフェクトグレード MS -06 ザク n に、より一層の世界感を与える、大型スライドマーク 
で細かなステンシル、カラフルなイラストマーク等を再現しました。下の図面を参考にして 
貼り付けてください。 

スライド マークの 貼り方 

1. スライドマークを貼りたい形に切り取り、ぬるま湯に数秒間つけてください。 

2. 表側を上にしてずらしながら貼りたい場所に移動します。 

3. 柔らかな布等でマークの中に入った泡を押し出します。 

4. 乾くまでマークには手を触れないでください。 

※マークを貼る部分の油分をあらかじめ中性洗剤等でふき取ると一層よく密淆します。 


※下のイラストに指示の無いスライドマークは、 
PG • MS *06 ザク n の完成写霣等を参考に、 
好みの場所に貼ってください。 

※二数字は、スライドマークの番号です。 



爾 J 


〒て 




(.mi) 


落 


く:二 




d) 6 6 4)(11^) 

(両側）（両脚） 


EXPLANATION 














未塗装組立状態 



CLEAR PARTS 

& INNER FRAME 

PG MS -06 ザク n では、機体の外観のみならず内部メカニ 
ズムも可能な限り再現しました。カスタムセツト#1を組み 
込むことにより、各部パーツの開閉をしなくても内部メカ部 
分、サスペンションなどの可動やパーツごとの播能を見るこ 
とができま T 。 


DISPLAY 

►右•下の完成写翼は、パーフェクトグレード MS -06 F ザク n に 
カスタムセット#1を組み込んだ墨本的な組立例です。 

クリ .ヤー パーツを組み込む場合には、 MS -06 ザク n の 
CONSTRUCTION MANUAL を参考にして組み立ててください。 



EXPLANATION 





















A ⑦ 



A ③ 


※ イ ' 部分の通常ノ \ :ーツ を 

取り外して、クリ ヤーパーツに 
組み替えます。 

取り付けは下図に従って行います。 


[左ヒジメカ部] 

I :取り外す時も、ヒジアーマ 
一を上に上げておきます。 



ビス(小)黑 
※ビスの締め 
すぎに注意 



[左前腕メカ部] 





:左腕カバーの取り付け2 


:左腕 カバーの 取り付け1 


:左腕メカ部 


:左手首 


■左腕 


















































クリ ヤーパーツの 換装： 右脚 


〇 

右脚：右足首 


f —n 

§ 








































































■ 


A ⑩一 


し/’ 




m 





摘用シ 


ルダ— アー マ- 


ルダーアーマー : 







部分の通常パーツを取り外して、 


クリ ヤーパーツに 組み替えます。 
取り付けは右図に従って行います。 


クリヤーパーツの換装：左肩用シヨルダーアーマー 


※匚 


:;部分の通常パーツを取り外して、 


クリ ヤーパーツに 組み替えます。 
取り付けは右図に従って行います。 




U(3 



■肩部組立 































































完成：本体の完成 


完成：武器の取り付け 


[右肩用シールド] 


[頭部](鼹初にはめます。） 


※ミゾに合わせます。 


[ボディ] 


[本体] 

[左肩用ショルダー 
J ’ ーマー ] 


[左脚] 


[右脚] 


※各武器のフックを引き出し、 

手に持たせることができます。 
フックが出しにくい場合は、 
つまようじ等で起こしてください。 


n ノに 


合わせ 


ます％ 


[バズーカ] 


[八ズーカラック] 


※図の位匾にします。 


※凸部分に合わせてクラ 


ッカーを差し込みます。 


































©剣通エージェンシー.ィ 


